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金属面接着状況の超音波による検査

丹　羽 登

　薬晶タyクの腐蝕度検査，金属板厚み測定，j鋼管ケー

　プル鉛皮等の偏肉測定等の非破壊検査にブラウy管型超

en厚み計鮪蜘ことは既に報乱是も硬に鞭金

属が接着している境界面状況の検査にも有敷なことを確

　めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　原理のあらまL

　　　　　　　　　　　　　　　　　：第1図のように

　　　　　　　　　　　　　　　　　2種の金属W，S

　　　　　　　　　　　　　　　　　が接着している場

　　　　　　　　　　　　　　　　　合，一方の端面
●　　　（a）接着良好…超書波は接　　　（W面）から趨音

　　　着面を通過し得る　　　　　　波を輻封させると

　　　　　　　　　　　　　　　　　W申を伝播し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　r面で一部分は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　反射するが残部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　は金属Sの方へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　通過する。接着

　　　（b）接着不良一超普波は境　　　　が完全ならばそ

　　　　界面を通過し得がい　　　　　の超音波勢力の

　　　　　　第　1　図　　　　　　　透過率tは

　　　　　t・＝＝（4ZsZwZs十Zw）2’一（・）Z＝＝P・・es抵抗

　　　　　　（塾謝の場合）9：叢

　で与えられる。もし（b）図の如く接着部が不完全で気

体・紬膜等の層があれぽ超音波は殆ど通過し得ず・W面に

反尉してくる。従って超音波探傷器を用いてr面からの

反酎波の状況を観察すれば，接着状況がある程度推定さ

れる。この場合，イyパルス型の探傷器だと金属板Wが

簿い場合測定不能になるので共振法を用い，その共振強

度をブラウy管上に観察し得るブラウソ管型超音波厚み

計を使うとよい。

　予備実験：船舶用軸受（廻転軸と接する面にホワイ

錨齢驚臨響鰹灘㌦蒙薬宣調
発熱したり故障の原因となるので，接着面の良否の判定

ができぬかという希望があったので当所試作の超音波厚

み計で検査を試みた。ホワイトメタルの音響抵抗を実測
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　（2）

し・鋼材の音響抵抗（第1表）とを（1）式に入れて境界面で

の超音波の勢力透過率を求めると・接着状況が良ければ

約9割の超音波は接着面を透過することがわかり，前顎

の判定法を適用し得るものと推定された。鋼とホワイト

メタルを種々の接着状況で張り合はせたもので予備実験

を試みたところ、厚み計による推定と実際の接着状況と

が一致することが確められた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　e
　　　　　　　　　　　　・　軸受材のホワイトメタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　　　　　　　　　　　　　　ル接潜状況検査：　第

　　　　　　　　　　　　　2図の如き形状（寸法は

　　　　　　　　　　　　　2種あり）の試料を内面

　　　　　　　　　　　　　から検査した所，ホワイ

　　　　　　　　　　　　　トメタルのはがれている

　　　　　　　　　　　　　部分（端部からも肉眼で

　　　　　　　　　　　　　観察し得）は第3図（A）

　　　　　　　　　　　　　のようにホワイトメタル

　　　　　　　　　　　　　だけの厚みが測られ，接

　　　　　　　　　　　　一着良好な部分は同図（B）

　　　　　　　　　　　　　の如く全体の厚みが測ら

　　　　　　　　　　　　　れ，接着状況を十分区別

　　　　　　　　　　　　　し得ることが知られた。
　　　　　第2図　　　　　勿論外面からも同様な検

　　　　　　　　　　　　　胴）査を行い得たが，

　　　　　　　　　　　　　　　　外面には取付部分

　　　　　　　　　　　　　　　　等探触子を当て得

　　　　　　　　　　　　　（B＞ない個所もあるの

　　　　　　　　　　　　　　　　で実用的には内面

　　　　　　　　　　　　　　　　からの検査の方が
　　　　　第　3　図
　　　　　　　　　　　　　　　　良かった。
　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　X線管陽極のW板背後の空洞の検出：X線管の陽極部

分を製造の際，タyグステy板の背後の銅部分にでき易

い空洞が故障の源となるので検出できないかという依頼

を受け，約2年前に行った実験である。予備実験とし

て銅，タyグステyのρ，cを実測した値を第1表に併記

してある。（1）式によって接着完全ならばタyグステy

から銅へ約86％の超音波が透過するので，前記の検査法

を適用しうるものと想像した。W板は約1．2x2cmなの

で通常の探触子（直径20mmφ）では部分的な共振強度差

を知り得ないので，特に4mln角位のものを作つて検査

した。試料三個の内，一個だけ部分的に共振の生ずる所

があったのでその範囲を記録した後，W板をはがしてみ

た所，果してそこに空洞があり，その位置も推定とよく

一致していた。
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第　1　表
“聡置羅茸1暫■1置量蓬111董猛1藝ll罫霧1■覇墨1置雍IIlIllII■1畳艦藍IIIII置婁1llll量1畳1匪”■塵1鵬II置1畳1聾雪1置1llI置鱈蓬聾整雛III且置1置置且躍璽蓬lll匡II置III瑠量1墓墨畳111II彊星1■lu置llll置且1lElllll量塵1墨11且1量1墨1躍置1量華II51■量11耀層1畢1購置1置書露1壁嚢墓塵llllll置III魔11星1IIl皿塵匿置置llli且量1騒1置1lll量Ill口塁B皿1塵II■躍ll猛雇1躍翼重ll塁11綱1貫1塵1皿艮駆圏蜀暉屡1層1羅11夏1藝1響1曜匿1躍剛薩霧雇贋1巳醒開層

20


